
学生部
(TEL:078-794-3552)

国際交流施設学生寮

所属長 人事課
(TEL:078-794-3514)

保健室
（保健所対応）

校医兼産業医

【重要】感染者に対しての不利益な取扱いや差別等人権を侵害する行為は一切禁止する。

※新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安（参考URL） https://www.mhlw.go.jp/content/000628620.pdf  （厚生労働省HPより）

新型コロナウイルス
感染症対策本部

・当該学生のご家族へ連絡
・当該学生の指導教員等へ連絡※担当部局より
・罹患者の行動記録確認
・濃厚接触者の洗い出し等

TEL（平日）：078-794-3552
メール:UMDS_GAKUSEI@red.umds.ac.jp

夜間休日：078-794-3555（代表）

Ryuka Portalを通じ
状況や対応策等を掲示

・教職員のご家族へ連絡
・当該教職員の管理者等へ連絡
・罹患者の行動記録確認
・濃厚接触者の洗い出し

最寄りの「新型コロナウイルスに関する相談窓口」
※ 居住の市区町村窓口へ連絡

　　神戸市の場合は新型コロナウイルス専用健康相談窓口
　　（℡：078-322-6250　Fax：078-391-5532）

TEL（平日）：078-794-3514
メール:UMDS_JINJI@red.umds.ac.jp
夜間休日：078-794-3555（代表）

本学学生・教職員等関係者より罹患者（疑い含む）が発生した場合の対応チャート＜チャート①＞

学園としての
意思・対応策

の決定

各部局
（学部・学科・部署）

学生部

総務人事室人事課

総
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事
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神戸市西区保健センター
罹患者居住地の保健所等

罹
患
者

本学学生

教職員等

【相談の目安】

・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、
 高熱等の強い症状のいずれかがある場合

・基礎疾患等ある等重症化しやすい方で、
 比較的軽い風邪の症状がある場合

・上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い
 風邪の症状が続く場合
 （4日以上続く場合は必ず）

罹患者もしくは疑いの有る方へ、

来学はせず行政もしくは医師の指示に

従って行動するよう連絡する。

情報の共有・確認

学生

教職員

各自連絡

寮生の場合

情報の共有

行動指示等

情
報
を
集
約

状況の説明、

罹患者・学内への対応に

ついて指示を仰ぐ

情報共有

情報共有

情報の共有

周知・徹底

連絡連絡

報告・相談・アドバイス

※教員が学生より相談を受けた

場合は、その情報を学生部へ

伝える。

適宜状態確認



学内関係者に罹患者が確認された場合の構内閉鎖判断チャート＜チャート②＞

学内関係者に
新型コロナウイルス感染症の

罹患者が発生

大学：事務局・各部局

行政：神戸市西区保健センター
　　　　罹患者居住の保健所

本学の主な建物：
　研究棟・講義棟Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ、本部棟、RYUKA DINING、RYUKA HALL、
　クラブハウス（第一・二・三）、国際交流施設学生寮、アスレチック棟、中内功記念館、図書館等

クラスター発生の学内建物に
限る封鎖を検討

発症2週間前からの
「罹患者行動履歴」を全て調査

クラスター発生の可能性を検討 継続した調査

罹患者の通常行動範囲を検討のうえ、
その範囲に限る封鎖を検討（2週間程度）

 履歴箇所に限り閉鎖を検討（2週間程度）
　※期間や範囲については、行政や専門家の
　　指示を仰ぐ

※閉鎖の期間やクラスター
　発生状況の判断については、
　行政や専門家の指示を仰いだ
　うえで、判断する。

※閉鎖の詳細については、
　当該部局や保健室等より状況
　確認のうえ、対策本部で協議

　新型コロナウイルス感染症対策本部

　閉鎖期間や方法、今後の運営方針
　について決定を図る

クラスターの発生状況により、構内全面封鎖を検討（2週間程度）

全て把握できる

クラスター発生の

可能性なし

罹患者の行動範囲確認

全て把握できない

クラスター発生の

可能性が高い



原則1日～2日
自宅待機（出勤扱い）

※その後の対応は、自宅待機期間に
   判断する。

罹患者・濃厚接触者の特定が難しいまたは時間を要する場合、本学で定める「濃厚接触の疑い
目安表」を踏まえ、この行動チャートに基づき行動

※職場で業務を行う際は、別室で作業 もしくは 周りと
   間隔を空ける、数日間の自宅待機期間を設けるなど、
   配慮を行った業務指示をする。

今後の就業状況や
業務実施方法において、
所属上司と相談のうえ

決定する。

所属長・人事課の
指示のもと、自宅待機

学内関係者が濃厚接触者もしくはその疑いが有る場合の行動チャート＜チャート③＞

同居人が通う学校（または勤務先）等で
 罹患者が出て、一時的に休校（または
 出勤停止）措置が取られている場合

行政や医療機関等より
濃厚接触者と特定された場合

立場を問わず、
行政や医療機関の指示に従い
自宅待機または入院

濃厚接触者の疑いがある場合

学　 生： 学生部（もしくは担当教員）

教職員： 所属長
                                     に連絡

教　員： 総務人事室人事課
職　員： 所属長を通じて、
　　　　　総務人事室人事課
                                   に連絡

体調等問題なし
体調が優れない

感染の疑いがある

○職場での就業を認める目安

・接触した「罹患疑いのある者がPCR

検査において「陰性」と判断される

・本人の健康状態に問題がない

・解熱剤を使わず、平熱状態が続く

・接触後しばらくは、マスクの常用や

手指衛生の強化、毎日の体温測定

◎学生は濃厚接触の疑いがあれば、

体調等に 関わらず原則自宅待機。
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